
R&S ZNLを使用した伝送測定



おすすめの視聴方法
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テスト設定
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測定タイプの選択
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伝送測定
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スパン・周波数範囲の調整
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トレースの解釈
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マーカーの使用
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バンドパスフィルター
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バンドストップフィルター
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50 ΩVNA
Port 1

方向性結合器
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S21 = 結合係数(dB)

S12 = アイソレーション (dB)

方向性 (dB) = | アイソレーション (dB)  –結合係数 (dB) |

50 Ω



まとめ

► 伝送測定は、ネットワーク・アナライザの

2 つのポート間で行われます (S21 / S12)

► 典型的な DUT にはフィルタと方向性結合器が

含まれます

− フィルター: 通過帯域または阻止帯域のパラ

メーター (帯域幅、損失) を測定します。

− 方向性結合器: 方向性/アイソレーション、

損失、サンプル比

► マーカーと自動測定機能により、測定確度と速

度が向上
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